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研 究 科 ｜修士課程 ｜博士後期課程本
文学研究科 ｜ 5名
教育学研究科 ｜ 1 
法学研究科 ｜ 1 
経済学研究科 ｜ 3 
理学研究科 ｜ 5 
医学研究科 ｜ 64 
薬学研究科 ｜ 1 
工学研究科 l 11 











































京大広報 1981. 5. 1 
く組介〉
理学部・植物生態研究施設
本研究施設は，京都大学北部キャンパスの東側
にある理学部附属植物園内に設置されている。植
物生態学を看板とする研究機関としては我が国唯
一のものである。昭和39年4月に開設されたが，
同時に附属植物園の管理が理学部植物学教室から
本研究施設に移されたので，生態学的研究に不可
欠なフィーJレドとして植物園を利用できる恵まれ
た研究施設として発足することとなった。本館と
実験用水槽は，昭和40年度に植物園内南西部の一
角に新設された。昭和47年度に一部門が増設され
たため，植物生態学部門（既設振替）と特殊環境
生物学部門（新設）の 2部門構成となった。そし
て教官2名の定員増が認められ，両部門とも教
授，助教授，助手各 l名となった。新設部門に
は，ノートバイオトロン（無菌条件下生物実験装
置）が，昭和49年度の本館の増築時に学内共同利
用設備として設置された。
現在，植物生態学部門では，植物生態学全般に
わたって研究が進められているが，植物の生活内
容を種の段階で比較生態学的に研究して植物群落
の構造と動態を明らかにすることに重点が置かれ
ている。特殊環境生物学部門では，高等植物の発
生 ・分化過程とそれに対する環境要因および植物
ホノレモンによる制御機織に関する研究，見虫の発
育制御機構の生理化学的研究などが進められてい
理学部・植物生態研究施設
る。両部門の教官は，大学院学生の研究指導にあ
たるとともに，理学部における学部学生の講義 ・
実習を担当している。
ノートバイオトロン設備は，高等生物の無菌条
件下における生理や微生物との相互作用を研究す
るためのものであり，その主体は高性能の集塵能
力を持つフィノレターを備えたノ ートキャビネット
であり，このキャビネット内またはこれが置かれ
ている実験室内の温度，湿度，光周期が制御でき
るようになっている。
植物園の現在の有効面積は約1.6haである。小
規模な植物園であるが，単に各種植物を集めて栽
培するだけでなく ，多様な自然立地のモデノレ化を
構想して創設され整備されたので，いわゆる生態
植物園としての特徴を持っている。圏内には日本
産の植物に中国，東南アジア，ヒマラヤなどから
の貴重な植物を加えて約 1,000種の高等植物が集
1950年R.W.Chaney教授 （元カリフォルニア大学教筏） から贈られたメタセコイア。
これを母樹にした苗木が各地に配られている。
められており， また
池，築山， 岩山，洞
穴，砂丘などが計画的
に配置されている。本
園は一般公開の植物園
ではない。学内では理
学部だけでなく他学部
からも，生物学分野の
研究 ・教育に広く利用
されている。実験材料
の提供は学外に対して
もなされている。現在
の悩みは，創設時でさ
え広くはなかった植物
園の敷地がますます手
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狭になり，植物園としての機能が十分には発揮で
きなくなっていることである。
本研究施設の現在の人員構成は，専任教授 1名
（定員2名），併任教授4名，専任の助教授 ・助手
各 2名，技官2名，事務官l名であり，大学院学
巨E
西村 敏雄（医学部教授 ・医学博士）
4月20日：逝去， 61歳。本学医学部卒。昭和36年本学医
生16名，研修員3名が研究指導を受けている。将
来構想として，生理学分野から生態学分野まで一
貫して研究できる総合的な研究施設へ向けての整
備拡充が考えられている。
（理学部）
学部教授就任。同51年～同55年の間医学部附属病院長を
併任。専門は婦人科学産科学。
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